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A．研究目的 

 日本では、感染症を予防し、発生の端緒を

掴み、広範囲に拡がったときに適切に対応

できるように、1999年 4月から「感染症法」

に基づくサーベイランスを施行しているも

のの、コロナ禍で感染症の発生動向は大き

く変化している。本研究では感染症法に基

づくサーベイランスで見出された日本の感

染症の発生状況のコロナ禍における変化を

感染症間で比較した。その変化の特徴から

感染ルートの違いについて考察する。 

B．研究方法 

 感染症法で取り扱う感染症のうち、本邦

でこれまでに報告があるものについて、感

染症を主要な症状、標的臓器、感染ルートご

とに分類して解析する。Data は「感染症発

生動向調査 週報（IDWR）」および「病原微

生物検出情報（IASR）」より引用した。 

（倫理面への配慮） 

 情報については匿名化し、研究班では個

人情報を保持しない。また、情報公開の際も

個人を識別できる情報は排除する。 

C．研究結果 

(1) 急性肝炎

A型肝炎は４年ごとに大きな流行を繰り返

し、特に 2018年は男性同性愛者を中心に大

流行を見せた。2020 年には 2019 年から半

減した。B型肝炎は 1999年からその後徐々

に減少したものの、2009年ごろからは減少

していない。E型肝炎は 1999 年から徐々に

増加し 2019 年にピークになった。C型肝炎

は 1999 年から徐々に減少してきたが 2010

年ごろからは減り止まり、2019 年から 2020

年には半減した。キツネ、イヌなどの糞便内

のエキノコックス属条虫の虫卵を経口摂取

することで感染するエキノコックス症は近

年大きな変化はない。 

(2) 熱性疾患 

熱性疾患としては、レプトスピラ症、Q熱、

ブルセラ症は減少傾向または落ち着いてい

るが、回帰熱は増加傾向にあり注意が必要

である。コロナ禍で、レプトスピラ症、回帰

熱は大きな増減が見られる。 

(3) 性感染症

性感染症では、AIDS、性器クラミジア、淋

菌感染症、性器ヘルペス、尖圭コンジローマ

は最近届出数に増減はなく、一方、梅毒は増

加傾向にある。他の多くの感染症が減少傾
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向にある中で、減少傾向が見られない性感

染症は引き続き注意が必要である。 

 

(4) 脳炎、髄膜炎 

脳炎・髄膜炎としては、ダニ媒介脳炎や日

本脳炎は発生数が少なく、急性弛緩性麻痺

や無菌性髄膜炎は減少傾向にあり、クロイ

ツフェルト・ヤコブ病、細菌性髄膜炎は変化

が少ない。一方、侵襲性インフルエンザ菌感

染症、侵襲性肺炎球菌感染症、急性脳炎、侵

襲性髄膜炎菌感染症は増加傾向にあり注意

が必要である。コロナ禍でクロイツフェル

ト・ヤコブ病以外は大きく減少した。 

 

(5) 呼吸器感染症 

 呼吸器感染症としては、結核、オウム病、

インフルエンザ、マイコプラズマ肺炎、クラ

ミジア肺炎は減少傾向にあり、A群溶連菌咽

頭炎、RSウイルス感染症、咽頭結膜炎は大

きな増減はない。一方、播種性クリプトコッ

クス症、レジオネラ症は増加傾向にあり、注

意が必要である。コロナ禍でインフルエン

ザ、咽頭結膜炎、マイコプラズマ肺炎、A群

溶連菌咽頭炎、RSウイルスは大きく減少し

ているが、RS ウイルスは 2021 年には急増

しているのが特徴的である。 

 

(6) 消化器感染症 

消化器感染症としては腸管出血性大腸菌、

アメーバー赤痢、細菌性赤痢、ジアルジア症、

クリプトスポリジウム症、感染性胃腸炎は

減少傾向が続いており、パラチフス、腸チフ

ス、コレラ、ロタウイルスは当初減少後、最

近は落ち着いている。食餌性ボツリヌス症

はほとんど報告がない。消化器感染症は近

年の良好な衛生環境により全体として減少

傾向にある。特にコロナ禍では、ジアルジア

症、クリプトスポリジウム症、感染性胃腸炎、

パラチフス、腸チフス、ロタウイルスは大き

く減少している。 

 

(7) 小児科領域感染症 

小児科領域感染症としては水痘、流行性下

腺炎、ヘルパンギーナ、突発性発しんは減少

傾向にあり、百日咳、風疹、伝染性紅斑、手

足口病はときに増加するので注意すべきで

ある。乳児ボツリヌス症、先天性風疹症候群

はほとんど一桁台で経過している。コロナ

禍では百日咳、風疹、麻疹、水痘、手足口病、

伝染性紅斑、ヘルパンギーナ、流行性下腺炎

は急激に減少している。 

 

(8) 皮膚科領域感染症 

皮膚科領域感染症としてはツツガムシ病、

破傷風、ライム病は大きな増減はなく、一方、

劇症型溶血性レンサ球菌感染症、日本紅斑

熱は増加傾向にあり、注意が必要である。コ

ロナ禍で大きな変化は見られない。 

 

(9) 輸入感染症 

輸入感染症としては、マラリアは減少傾向

にあるものの、チキングニア熱は減少傾向

が見られず、重症熱性血小板減少症候群、デ

ング熱は増加傾向にあり注意が必要である。

コクシジオイデス症、類鼻疽菌、ジカウイル

スの発生はほとんど一桁台で経過している。

コロナ禍で多くの感染症は減少しているが、

SFTSは大きく減少しておらずダニが日本に

定着しているものと思われる。 

 

D．考察 

届出感染症をコロナ禍における届出数の

変化（2019 年からの 2020年の減少率）で４

群に分類した。 

(i) 半減した感染症 

脳・髄膜炎：侵襲性肺炎球菌感染症、急性

脳炎、侵襲性インフルエンザ菌感染症、侵襲

性髄膜炎菌感染症、無菌性髄膜炎、急性弛緩

性麻痺 

呼吸器：A群溶連菌咽頭炎、マイコプラズ

マ肺炎、咽頭結膜炎、クラミジア肺炎 

消化器：感染性胃腸炎、A 型肝炎、C 型肝

炎、ジアルジア症 

小児科：水痘（入院） 

薬剤耐性菌：薬剤耐性アシネトバクター感

染症 

  

(ii) 75%程度減少した感染症 

呼吸器：インフルエンザ 

消化器：パラチフス 

小児科：ヘルパンギーナ、流行性角結膜 

輸入感染症：マラリア 



  

  

(iii) 90％減少した感染症 

呼吸器：RS ウイルス感染症（2021年急増） 

消化器：コレラ、ロタウイルス 

小児科：百日咳、風疹、麻疹、手足口病 

輸入感染症：デング熱、チキングニア熱 

  

(iv) ほとんど減少してない感染症（数が

少ない疾患は除く） 

性感染症：後天性免疫不全症候群(AIDS)、

梅毒、性器クラミジア、淋菌感染症、性器ヘ

ルペス、尖圭コンジローマ 

脳炎、髄膜炎：クロイツフェルト・ヤコブ

病、細菌性髄膜炎 

呼吸器：レジオネラ症 

消化器： B型肝炎、 E型肝炎、エキノコ

ッカス症 

小児科：突発性発疹 

皮膚科：ツツガムシ病、日本紅斑熱（増加） 

薬剤耐性菌：バンコマイシン耐性腸球菌感

染症（急増） 

輸入感染症：重症熱性血小板減少症候群 

 

発生届の急激な減少の原因としては、マス

ク着用、手指衛生、ヒト同士の接触、海外旅

行者の減少、受診控等が考えられる。一方、

性感染症、人獣共通感染症、シラミ等の昆虫

を介した感染等ではコロナ禍でも減少して

いないものが多かった。 

 

E．結論 

 コロナ禍で本邦の感染症の発生状況に大

きな変化が見られている。コロナ禍で急激

に減少した感染症も社会の低免疫状態のた

め、RS ウイルス感染症のようにコロナ後急

激に増加する可能性も考えられる。引き続

き注意深い観察が必要である。 
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